
( 概要版 )

【 は じ め に 】

うるま市では、平成 12 年に「琉球王国のグスク及び関連遺産群」の一つとして、ユネスコ

の世界遺産に登録された勝連城跡及びその周辺地域一帯において、文化・観光の振興をとお

して地域活性化等に資する複合的な機能を集約させた拠点ゾーンの創出をめざし、整備・活

用の検討を進めています。

平成 27 年度には、「勝連城跡周辺文化観光施設」として基本方針である基本構想、平成 28

年度には基本計画を策定し、この施設を世界遺産・勝連城跡のガイダンスセンターとして機

能する「歴史文化施設」と市内への観光客の回遊促進拠点である「物産観光施設」に分けて、

段階的に整備していくことをまとめました。

平成 29 年度には、「歴史文化施設」の展示基本設計を行いました。本資料はその設計内容

の概要を示すものです。

【 展 示 の 方 針 】
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対 象

観光客

うるま市民

●「沖縄観光」が主目的
●うるま /勝連は
　「まだ知らない」

●「肝高の阿麻和利」、勝連城跡
　は地域の誇り
●今に伝わるものの価値の再発見

目 的

展示の役割

勝 連 城 跡

琉球王国

勝連半島

うるま市

世界遺産

・グスク

阿麻和利

エンターテイメント性

ストーリー

わかりやすさ 〇「楽しみながら理解」
　→来訪者満足度向上

〇うるま市内への回遊促進
　→観光振興

〇地域の人財活用
　→次世代のひとづくり

〇勝連城跡への登城促進
　→滞留時間拡大

●当市において展開されている個性溢れる次世代教育のテーマで

　ある「肝高」の象徴である阿麻和利と勝連城の歴史を今一度紐

　解き、市民の参画を得ながら世に発信していくことで、市民の

　地域に対する愛情や誇りのさらなる醸成、今に伝わる価値の再

　評価につなげ、「ひとづくり」の持続的な

　活動に寄与することを重視する。

●当施設の展示は、来訪の「目的」であるとともに「きっかけ」と

　なることを重視する。

●訪れる人々の多くが観光客であることから、勝連城跡や阿麻和利

　に関する基本的な情報を、ストーリーとしての紹介やエンターテ

　イメント性を表現する展示とし、わかりやすさやインパクトを重

　視することで「行ってみたい」という動機を創出する。

●誘う力のあるストーリー
　　「知る」の前にある「知りたい」

　　気持ちを揺り動かす

●美しい、体感空間

　　見て、感じて、楽しんで、
　　「理解する」につなげる　

展示のコンセプト

勝連城跡周辺文化観光施設ゾーンマップ

常設展示室

企画展示室

常設展示室

企画展示室

興味・関心を起こす 勝連城・うるまの
魅力の再発見と発信

歴史文化施設歴史文化施設

勝連城跡の魅力の発信と来訪動機の創出

未来への継承となるひとづくり



①導入部

イメージグラフィックに「おもろさうし」の歌を映像で
マッピングし、動きのある演出を行う。

周辺展示では、実物資料や模型などで勝連城と阿麻和利
などについてより理解を深めることができる展開とする。

②周辺展示

ウォールケースと中央の覗きケースで、
様々な企画展の開催に対応する。

④企画展示室

大型スクリーンやパフォーマンスガイドと一体的な
展示プログラムを整え、楽しみながら勝連城跡、
勝連、阿麻和利の物語を理解できるようにする。

③肝高ライブステージ

１ 導 入

テーマの展開

テーマのつながり

2　世界遺産･ 勝連城跡 ４　勝連と肝高の阿麻和利

4-1. 阿麻和利像

4-2. 勝連の繁栄

■展示シナリオ

【企画展示室】
【常設展示室】

①導入部

②周辺展示

③肝高ライブステージ

④企画展示室

展示空間への誘い。

世界遺産・勝連城跡に出会う。
その魅力を感じ、価値を知る。

阿麻和利に出会う。
歴史のアナザーストーリーを知る。

５　うるま－珊瑚の島－

5-1. いまに続く勝連、

　　肝高のこころ

5-2. うるま
　　－珊瑚の島－

阿麻和利が繁栄させた地、
勝連 ( うるま ) を再発見する。

3　肝高ライブステージ

3-2　
大型スクリーン映像

3-3　
パフォーマンスガイド

勝連城と阿麻和利の物語を体感する。

2-1. 世界遺産

2-2. グスクとは

勝連城と阿麻和利の物語をドラマティックに。
ミュージアムとライブステージが融合した、あたらしいガイダンス展示を実現します。

3-1. 勝連城跡

■展 示 室 構 成 うるま市史跡・観光情報発信コーナー

劇場のようなライブステージで物語をエンターテイメント性豊かに演じながら伝えるパフォーマンスガイドと、美しくダイナミックな勝連城跡の映像、

そして勝連城跡から出土した貴重な資料で織りなす体感型のガイダンス展示です。楽しみながらあらたな発見や、より深い理解につなげていきます。

1. 導入

3. 肝高ライブステージ

5. うるま -珊瑚の島 -

2. 世界遺産･勝連城跡

4. 勝連と
　肝高の
　阿麻和利

企画展示室
100 ㎡

常設展示室
356 ㎡

来館者動線

ガイド動線


